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に歳差の結果ごいふ考へにより，総ての疑問が解けるのである・

ダンテが天文學上の事に特に興味を持ち，天界の総ての現象に親

しみ，其等の知識を以って，かの超自然的な域じを詩に表はさう

こしたこ思はれる，こういふ事は，ダンヲの偉大な詩作のいろん

な場所に見られる・始めにも記しだ如も『遠い南方の國々では北

斗さへ沈むのだ」こいふ事をダンテが知ってみるのは，彼れの世

界観の正確さを謹明するわけである，しかし，彼れの詩「地獄」

の第二士三章．に，叉もや南極の星々の事をかいて，

　r

S言ってみる・曇れなごは，よほこ深く天文學を研究した人にし

て始めて言ひ得るこごである・實際，ダンSのやうな人は，現代

の普通のインチフゲンチや以上に「南十字」星座の學理的知識を

持ってみるご言って好い．

明石の中央標準時子午線標再建さる

　我が日本の中央標準時はグyニチ東脛135）の子午線を基準こ

してみるこS，既に世に廣く知られてみる所である・此の子午線

が兵庫縣明石市を通過してみるこごも亦一般に知られてみる，近

頃，明石市では此の標準子午線を嚴密な観測から決定し，新しい

標柱が建てられ，去る一月二十六日，同市人九二肚に於いて盛大

な建設式が墨げられアこ．下記は其の報告書である．

顯懲懇大強賊標覇子囎醸再麗過報告

　昭和三年十一月畏クモ今上陛下御即位ノ大典ヲ墾行セサセ給フニ際シマシテ，我等

國民墾ツテ愈々「天行健，君子以自彊不息」トノ正氣カラ，息ムニ息マレヌ精紳一途

㍉天獲無窮ノ皇運ヲ扶翼シ未ラムトノ隔月勃々タルモノが湧キ立チマシタコトハ今

更言フヲ挨タナイノデアリマス・

　我が明石市教育會ノ・此ノ秋二際シマシテ，何力意義深キ卍念事業ヲト幾度力役員舎

ヲ開キ，叉再三講韻會ニモ諮問致シVシタ結果，我が明石ヲ通過スル日本ノ・映

彗’時子’「綜ブ測定シテ，其ノ標誠ヲ適當ノ位置二再建設スルノ件ヲ決議致シマシタ，
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子午線ノ地理雛L，又ハ時習關スル槻念ノ啓培1＝二承要ナコトハ今更言ヲ俊タナィノ

デアリマス．

　扱中央標準時子午銀揉識ノ建設ハ，既二去ル明治四＋三年目J］，教育勅語換獲二＋

週年記念事業トシテ，其ノ常時明石郡内（現今ノPJjlill∫ヲ含ム）敏幽幽ノ至誠奉公二

依リマシテ，参謀本部測∫1潔白＝基キ，明石市相生町國道筋明fl匠裁列島前及ビ明石

郡李野村黒田二道ノニ箇所二石柱ブ建立サレテ屠ルノデアリマス・所が其ノ後大正四

年二至リマシテ，位概ガ．r‘京天交豪カラシテ約二百六十七米許リ動fテ來タノデアリ

マス・随ツテ當然明石ノ位置モ幾程力動イテ來ルノデァリマス．ソコデ其ノ位置ノ趣

精密ナ測定ノ方法ヲ京都帝國大圏」・睡部ノ地球物理靖国者理學薄1：野間隆治氏二iil’em

致シマシタ所ガ，同氏ハ燃誠研究ノ糺梁大1∫外シテ出來得ルダケ粘確ヲ期スベク畳悟

セフレマシフ㍉

　　（一・・）天器親王ニコル直接法

　　（二）陸地測．醐；ノr触；li刃、轡トスル法

ノ雨法ヲ併用シ，光ヅ（二）ヲ以テ大龍ノ位置ブ決定シ，其ノ豫定鮎二於テ藪夜星辰

槻測ヲ行ヒ，（一）回田ル精密黙ゾ綴定サル’方針ヲ立テレマシテ，同氏ハ豊原回忌国

外助手三｝～士三智ヲ率ヰラレ，昭手il訊年・L“月i：十三目先ヅ抗日割地路査セラレ，引績キ

同二十七日來明，中學校寄宿円明中i昇1二滞在セラレ，興ノ前庭二天交纏緯儀ヲ据附ケ

ラレ，前後約一箇月二亘ッテ…涌出測作業ノ結果洵二良好ナル成績ヲ牧メラVマシテ

爾來其ノ材料二某イテ，緻密旧知心ニアラユル學理的條潮回照シ，吏二時差ノ修正ヲ

モ加ヘラレテ，精査測定ヲ遂ゲラレタル鈷果，恰モ榮光天地二漏テル昭和御大禮ノ當
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日十日目Ll附ヲ以テ同博士カラ下ノ如キ濯告二転シタ次第デアリマス。

　（前略）扱豫てよt「」御委托梱受居候朋右市教育曾御大典記念事業の茅礎アこるべき心月

　百三十五度の子午線測定結果の総決算を恰もよし本H御即位大禮の御尋日を以て戴

　に徹告の蓮びに立至ザしは何の好運縁かと無上の歓亨を梵申候何よりも先づ結論よ

　り申上ぐれば「束細脈三＋五度は明石中學校寄宿舎明画塾前庭捌測毫を通ろ南北

　線の西方1．5ee　2・12（時問にく）＝＝　／8〃48（角にて）を過ぎ鐵道線路附近にては此の

　距離47〔｝．4米となるべし云々」

爾後垂水工螢所長棉宗道氏及ビ同所技師撒氏ノ手二依リ土地測量ノ結果，現相生町國

道筋標献ノ塗壁ノ・，其ノ東方百〇三米ノトコロニ移りマス．山道線路三番踏切ノ約三

十米西方地黙卜測定サレマシタガ，典ノ地二目恰毛北側ノ・省線が復々線トナルベク豫

定サV，又南側ハ屯享線路二直張蝦1レルヤウ豫定サレテヰルノデ，餓儀ナ〃此ノ人丸

山⊥ヘト測定サレタ次第デァリvス．

　其ノ標r或ノ考案並没計二就イテノ・．豫テ憩戸高等工業學校長でr宇田實氏二委囑致シ

マシタトコロ，同氏非常＝多忙ノ中ヲ種々卜苦心工夫サレマシテ，遂二斯クモ立派ナ

ル標誠ヲ川劇ノデアリマス．即チ「其ノ乱心ノ飾トシテ蜻蛤ヲ附ス・ソノ下国ノ内二

冗燈四箇ヲ附シテ下方ヲ照ス・表騒吋レ・地球儀二日目リ，東酉膏1北ノ・欧交ニテEW

SNノ切抜文字ヲ附シ，SNノ上ニテ子ト午ノ動吻ノ形ヲ附シ，他ノ・叉字ハ象形的ノ

「エトウ」ヲ附ス子午線二四ル部分ニノ・星章，．下方ニノ・子午線ノ丈字ヲ附x．」並二

我が明石市教育會ノ・愈々永遽二軸ク我が∴國ノ礎ヲ就編シ得タ次第デアリマz．

　掬此ノ測定並二標lll腱設ノ組費牧支決算判；11キマシテノ・，別試ご報告致シマシタカ

ラ，御諒承下サルヤウ希ヒ上ゲマス．

　　昭不随＝年一月

　　　　　　　　　　　　　　私立明石’ili2rx，・育會長　山内佐太郎

　これによb，本邦天文海上のrっの新しい名所が増したわけで

ある・護者諸氏にして，明石に行かれる人は，一寸，此の新設の

標準時柱を見に行かれるのも宜しかろう・壷灘の嘉義附近にある

「北回蹄線標」や，．樺太の北部四境にある石標S共に、天：文學上

又，地理二上の意味深き標準鮎こするに足る．

　しかし・こ5に注意すべきこごは，上の如く純減：文學的に決定

された子午線ご共に，純測地學的に定められる子午線も，全く違

つtz立場に於いて，叉，意味深いものである・此の意味のものが

明石に今一っ設立されるこごを望む．
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